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Ⅰ．はじめに
甲南大学では今年度（平成27年度）より、
KONAN プレミア・プロジェクトの一部として、
朗読を用いたグループプログラム「朗読アワー」
を開始した。これは授業期間中の木曜日昼休み
に、数名のメンバー（基本的には半期間は固定の
メンバー）で、発声や滑舌練習などを含めた朗読
の活動を行うものである。詳しい内容の報告と検
討は別の機会に譲りたいが、2015年度は昼休み中
の約30分と、３限も授業がなく希望するメンバー
に関してはその後の１時間ほどを使って、発声の
練習、早口言葉などの滑舌練習、詩や童話の朗読
などを行った。
このプログラムは、元々は筆者の個人的な興味
関心から提案した部分も大きかったが、同時に、
大学生にとって声を出す機会が減っているのでは
ないか、対面で声を発し、聞いてやりとりをする
ことのハードルが上がっているのではないか、と
いう問題意識から開始されることになったもので
もある。近年、携帯電話からスマートフォンの普
及に伴い、インターネット上の視覚（文字、写真
など）を通してのコミュニケーションが大幅に増
えていると思われる。その一方、就職活動を始め
るとなると、とたんに面接試験で対面での「コ
ミュニケーション能力」を求められる。ゼミ発表
や就職活動に直面せざるを得ない３回生頃に、困
り感を持って学生相談室へ相談に訪れる学生も見
られる。朗読の活動を行うことが、即座に（たと
えば就職活動で役立つような）「コミュニケー
ション能力」の向上に結びつくとまでは思われな
いが、意識的に声を出し、他者の声を聴く機会を
定期的に持つことは、対面で自らの声を用いてコ
ミュニケーションを取る体験を補い、自らの声と
言葉で話すことへの抵抗感の低減に多少なりとも
つながるのではないか、と考えてプログラムを開
始するに至った。多分に手探りの状態で実施して
いるものでもあり、今後の指針を得るためにも、
改めて一度、現代の大学生に朗読のような、「声」
と声を伴う「ことば」に関わるプログラムを提供
することがどのような意味を持ちうるのかを考え
てみたいと思う。併せて声に関わる活動の中でも
特に、「朗読アワー」で扱っている「朗読」とい
う形態の特徴について現時点で筆者に考えられる
ことを整理しておきたい。
Ⅱ．「声」について
１．「声」と力
人間のコミュニケーションについて語る際に、
言語／非言語という形で、その要素が分類される
ことが多い。それほど言葉というものの占める位
置が特異的に大きいということだろう。コミュニ
ケーションの「非言語」的要素には、表情や身振
り、時にはにおいなども含まれよう。そして「声」
に関する要素―大きさ、高低、音質なども、ふ
つう非言語的な側面に含まれる。しかしながら、
言葉の発生を考えれば、そもそも声と言葉は一体
のものであり、完全に切り離して考えることはで
きないものでもある。文字文化が成立する以前の
「一次的な声の文化」における人間の意識のあり
ようを検討し、文字の登場と印刷技術が人間の思
考や表現、意識のありようをどのように変えたか
について論じた Ong（1982）も、「言語は基本的
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には声に依存するものだということは、いつの時
代にも変わらない」と述べている。このように、
言語というものの根本の部分に「声」があること
は、画面上での活字のやりとりが日々膨大に行わ
れる現在では特に忘れられがちなように思うが、
重要なことではないだろうか。
ここで、広辞苑（第五版）で「声」をひくと、
純粋に音としての意味以外に、「読者の声」のよ
うな、「意見」「考え」という意味、「師走の声を
きく」といった、「季節・時期などが近づく気配」
の意味が含まれている。また、「『声』Voice とい
う言葉には、決定権・発言権という意味が含まれ
ており、発話とは『声』をもった一人の主体とし
て、その場に現れる行為に他ならない」との指摘
もある（三輪他，2015）。「声」は固有の意思を持
ち、それを表明する力（権利・権力）を持つこ
と、存在感を持つことと結びついていると言える
かもしれない。Ong（1982）は「音声は、力を使
わなければ、音としてひびくことができない。
（…中略…）この意味で、すべての音声、とりわ
け口頭での発話は、生体の内部から発するのであ
るから、『力動的 dynamic』なのである」と述べ
ている。「声」は生命力の現れでもある。「からだ
とことば」のレッスンを行い、「声の産婆」とも
呼ばれた竹内（2007）は、「話すことばというも
のは、息を吐かなくては生まれない。当たり前の
ことだ。が、人はこれを忘れている。現在では、
無自覚のまま、できるだけ息を吐かないでしゃべ
ろうとしている若者や子どもたちがどんどん増え
ているようにも見える。イキ（息）は生きると同
根のことばだ。同じように、息と『生き』が同じ
ことばである民族は世界に数多い。ヤマトコトバ
のイノチの『イ』は、息『チ』は勢いのことだか
ら、息を吐く力、ひいては、話すことばに力が、
勢いがなくなるということは、生命の力の衰えを
意味するのだ」と述べており、ここでも話すとき
の声のありようと生命力のつながりが考えられて
いるが、同時に現代の「若者や子どもたち」にお
いて、その力が衰えていっていることへの危惧が
表明されている。
２．「声」と自／他のありよう
Ong（1982）は、聴覚に司られる「音」である
「声」の特徴として、その「内部性」を指摘した。
視覚では「深さ〔奥ゆき〕」を知覚することがで
きるとはいえ、「どんなに十分に知覚されようと
も、一連の表面として」あくまでも「外側」の知
覚になる。あるいは触覚の場合、「内部を内部と
して知覚」できなくはないが、その過程でその内
部を部分的に破壊することになる。それに対して
「聴覚は、内部に手をふれることなく、内部を指
し示すことができる」のである。また、「視覚に
おいては、見ている者が、見ている対象の外側
に、そして、その対象から離れたところに位置づ
けられるのに対し、音は、聞く者の内部に注ぎ込
まれる」のであり、「話されることばは、音〔音
声〕という物理的な状態においては、人間の内部
から生じ、〔それゆえに〕人間どうしをたがいに
意識をもった内部、つまり人格 person として現
れさせる」とも述べている。人の声を聞くとは、
人間のからだを共鳴体として、人間のからだの内
部から（その内部構造をとどめつつ）出てくるも
のが、聞く者のやはり内部へと注ぎ込まれること
であり、「声」を介して、互いの内部と内部の接
触が起こっているととらえることができよう。さ
らには、人格、内面を持つ存在として自己および
他者を成立させることの契機にも「声」は関わっ
ていると言えそうである。
さらに、鷲田（1999）は、「臨床哲学」という
哲学の新たなありようについて「聴く」ことを中
心に据えて論じる中で、次のように述べている。
「他者の声を聞くことの根底には、『自－他、内－
外、能動－受動という区別を超えたいわば相互浸
透的な場』に触れるという経験がある。そういう
経験のなかから、あらためて立ち上がってくる他
者の声のまさにその異質さ―それは文字どお
甲南大学学生相談室紀要　第23号　2015
18
り、別の声の表面（触感）、別の体温をもつ―、
それに触れることによって、わたしたちは自己の
もとにふたたびたしかに送り返されることになる
のである。そういう過程が、わたしと他者たちと
のあいだではたえず反復されている」。ここで
「別の声の表面（触感）」という言葉が使われてい
るが、別の箇所では「テクスチュア」、「肌理」と
いった言葉で表現されており、「語り」のテクス
チュアを担うものとして「声」が扱われている。
そして、「他者の存在のテクスチュアとして感受
されることば、そこにおいてひとは『普遍的他
者』ではなくほかならぬ『個別者』としての他者
に遇うのだ」とし、不特定の読者へと開かれてい
る「書かれたこと」としてことばを受け止めるこ
とが「眼の前の具体的な他者をそのまま『他者一
般』として体験すること」につながり、「他者の
声の肌理に触れることによって、ふたたび自己の
もとに送り返されるという体験」が起こらない、
ということについて論じている。
自己と他者は相補的な関係にあり、「個別者」
としての他者と出会うことは、自己の側が個別性
を帯びることにつながるであろうし、逆に他者が
「他者一般」としてしか体験されなければ、自己
の側の個別性（「だれ」）が体験されることも難し
い。鷲田が語りの「テクスチュア」として指し示
しているものは、声のやりとりであれば常に感受
されるものではなく、また、声のみが担うもので
もないだろうが、生身のやりとりの中で「声の肌
理」を感じる体験が減少し、「声の肌理」への感
受性が低下することは、自己／他者の「個別者」
としての存在の感覚そのものを弱めていくことに
つながるのではなかろうか。また、自他が互いに
人格、内面を持った存在であるという感覚も、ど
こかで薄れがちになってしまうのではないだろう
か。視覚を通した、書かれたことばでのコミュニ
ケーションが増えている現状、ことばが「拡散」
して互いの顔が全く見えぬまま言葉の発信者と受
信者になることもままある状況を考えると、そう
した危惧も感じざるを得ない。特に、大学生とい
う時期を考えた場合、その中心的な発達課題とし
てアイデンティティの確立が挙げられる。さまざ
まな他者と接し自己の輪郭を確かなものにしてい
く上で、SNS 等でのコミュニケーションがプラ
スに寄与する面も大きいだろうが、同時に「声の
肌理」を感じ、その感受性を保つあるいは向上さ
せられるような体験も、しっかりと持てているこ
とを前提として考える必要があるように思われ
る。
ここまで見てきたように、「声」は人間のコ
ミュニケーションの中心とも言えることばの根本
にあるものであり、生命力の発露、「力」でもあ
る。また、自他をそれぞれに内部（人格）を持
つ、個別の存在として現れさせることとも関わっ
ている。特に視覚を通したコミュニケーションが
増えている現状において、改めて「声」と向き合
うような活動を行い、「声の肌理」を感じられる
ような機会を意識的に持つことは、大学生に限ら
ず心身の状態の安定や向上にも寄与する可能性が
考えられる。次に、そうした「声」に関わる活動
としての「朗読」が、どのような特徴を持つのか
について、現時点で考え得ることを整理しておき
たい。
Ⅲ．「声」と「ことば」に関わる活動として
の「朗読」
１．グループで「声」に関わる活動を行うこと
「声」に関わる活動と言っても、いろいろなも
のが考えられる。広い意味で考えると、茶話会で
話すとか、スポーツやゲームなどをしながら互い
に言葉を交わす機会を持つことも、「声」に関わ
る活動と言える。他に話す機会がほとんどない場
合であったり、そうでなくても「声」への意識を
持ちながら話し／聴くとすれば特に、かなりのイ
ンパクトを持つ体験ともなりうるだろう。甲南大
学学生相談室で行われている、カウンセラーと共
に昼食をとりつつおしゃべりをする「ランチア
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ワー」や、「金曜 Re アワー」のさまざまなグルー
ププログラムも、そうした役割を果たしていると
思われる。一方、「声」のありように焦点の当た
りやすいものとして、朗読の他では歌唱や演劇な
どがまず思い浮かぶ。その他たとえば落語等の話
芸も挙げられようか。
ところで、「声」と関わらずとも、他者と共に
定期的に何かの練習に継続的に取り組むことそれ
自体が持つ心理的な効果もある。たとえば区切ら
れた時間の中での非日常性の体験になるというこ
と、グループで行うことにより他者との関わりが
促進されたり心理的な居場所となること、上達を
自分で感じたり他者に認められることによる自己
肯定感の増大などである。これらはもちろん朗読
を含め、歌や演劇など「声」に焦点の当たる内容
の場合も共通である。それを前提とした上で、
「声」に焦点の当たる内容に定期的に触れ、何ら
かのトレーニングを含めて行うような場合、中で
も特に「朗読」の特徴を考えていきたい。
２．聴く・聴かれるという体験
三輪ら（2015）は、自閉的な統合失調症者と絵
本を音読するグループ活動を行い、その活動に
よって参加者に見られた変化について検討してい
る。グループ全体として「メンバーは他者との交
流が豊かになり、バウムテストにおいても幹が開
放しないようになり地面に安定して根づくという
変化」が見られ、個別事例では「自分の存在を支
えてくれる基盤があるという感覚や、他者との関
係性のなかに自分が『居る』感覚が芽生えてきた
ことが窺えた」という。そうしたことから、グ
ループでの絵本の音読活動の持つ意味について、
「心の内にあるものを ex（外へ）＋ press（押し
出す）という意味での「表現」（expression）は
行わずに、『声』をもった一人の主体として自ら
を場に現す（present）。その声が、集団の場に
よって聴かれ受け止められることは、主体として
の私が、他者に受け止められるような意味をもっ
ていたのではないか」と考察している。また、一
人ひとりが順番に音読していく課題の場合、集団
歌唱などとは違って、発せられた声がその声を発
した本人によっても聴かれており、「声を発する
という行為においては、主体としての『私』I が、
対象としての『私』me を聴くという二重性が生
じ、自分自身を受け止めるということが起こって
いる」ということも指摘している。ある場におい
て声を発し聴く・聴かれるという最も基本的なこ
とそれ自体が、一人ひとりの人の存在の安定につ
ながりうるということである。また、ここで指摘
されているように、集団で一斉に声を出し、ひと
かたまりの全体として聴かれることと、一人ひと
りの声が、その人の声として聴かれることの違い
は心に留めておくべきことと思われる。
伊藤ら（2012）は、大学生を対象としたアン
ケートで、朗読が好きな理由として「心の中で作
品の情景を想像できる」「心が落ち着き、豊かに
なる」「癒される」「想像する楽しさがある」と
いった回答が目立ったことを挙げ、「聴覚は触覚
に近く、震動が音として聞こえるだけでなく、触
覚としても感じられる」ということが「朗読を聞
くことで得られる気持ちよさ」につながってい
る、ということを述べている。声を聴くというこ
とは、音の震動を通して、声を発した存在に文字
通り「触れられる」ことでもある。たとえば激し
い怒鳴り声が身体に叩きつけられるように感じら
れることもあり、「声」が人を脅かすことも多々
あるが、絵本を読むような場合にはそういったこ
とは起こりにくいであろうし、絵本でなくても、
書かれたテキストを読む「音読」や「朗読」の場
合、文章で描写する時点で一歩引いた書き手の視
点が入っていることもあり、たとえ喧嘩の場面が
描かれていたとしてもある程度抑制の効いた「声」
になりやすいと思われる。そうした「声」を通し
て、ゆるやかに自他の触れあいが起こる、という
ことが考えられる。
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３．表現を聴くこと―さまざまな対話の作業
声を用いた表現として朗読を聴く場合（「音読」
と「朗読」の区別は大まかに「表現」という側面
に力点を置くかどうかでなされることが多い）に
は特に、そこで発せられている「声」のありよう
が伝えるものを味わいつつ、あるいは注意を払い
つつ聴く、ということになりやすい。読まれる文
章や台詞のことばの表している内容と、そのこと
ばの「テクスチュア」としての声のありよう、
「声の肌理」を統合して聴き、ときにはその両者
の不調和、ズレを感じるということも起こる。自
身が読むような場合には、自身の声のありようと
その「ことば」がなるべくぴったりすることを目
指して、自身の声を聴きながら発していくという
ことになるだろう。これは歌などの場合も同じで
あろうが、歌であれば楽譜に明示されている部分
（メロディやテンポなど）が、朗読の場合ははっ
きり示されていない。これは、歌はそもそも歌わ
れるために作られているけれど、朗読では声に出
して読まれるために作られた作品というのはまれ
で、むしろ声に出すことが想定されずに書かれた
ものを読む場合が多いという問題とも関わってい
る。
このように表現として聴く、読む（声に出す）
ことをしようとすると、ことばの「テクスチュ
ア」「声の肌理」への感受性を要求されることに
なる。また、そこでは、さまざまな相手の「声」
を聴き取り対話するという作業が起こる。たとえ
ばある作品を朗読する、という場合、書かれてい
ることばの根底にある「声」（個々の言葉および
その連なりである作品全体の声）を聴き取るこ
と、そしてその背後にいる作者が何を伝えどのよ
うな思いや意図を込めているのか（作者の声）を
聴き取ること、その作品を読んだ自分自身に湧い
てくる思い（自分の声）を聴き取ること、さらに
聴き手がどう感じるかを想像しながら読む（聴き
手の声、あるいは自身の内なる聴き手の声を聴
く）ことが必要で、そうして聴き取った声との対
話をしながら読んでいくということになる。さま
ざまな声を同時に聴きつつ、声を発していく―
読み手がどの程度それらの声を聴く耳を持ってい
るかによって違ってくるが、それでも何かの作品
を自分なりに理解し、自分が作品から受けとった
ものを、声を通して再現して他者へ伝えよう、と
するのであれば、自然とこれらの複雑な作業を行
うことになる。そしてこうした作業を繰り返して
いくことは、読み手のことばの「テクスチュア」
への感受性を高めていくことにつながるのではな
いか。また、作品を深く読み込み、作品の背後に
いる作者の声を聴くということは、鷲田の言う
「『個別者』としての他者」としてその作者と出会
うことにもなるのではないだろうか。
ところで、こうした作者との対話、出会いとい
うことを考えた場合、先ほど触れた、朗読で読ま
れるのが「朗読される」ことを想定されずに書か
れた作品である場合が多いという問題が出てく
る。楽譜などと違って、詩や物語といった作品
は、基本的には書かれた文字の状態で完成なので
あり、それを「朗読」という別の形式に移すとい
うことは、改めて考えると無理が生じて当然のこ
とでもある。作者が他人の声で読まれるのを望ま
ないこともあるだろう。声にするということは、
ことばに「テクスチュア」を与え直すことにもな
り、他者の声でそれをされることに作者が不快感
を持つことも十分にありうるのである。また、作
者でなくとも、書かれた状態のその作品にとても
思い入れのある人が、その作品を「そんな風に読
まれるのは嫌」と感じることもある。朗読を公に
発表する場合にはもちろん著作権の問題も出てく
るが、そうでない場合も、どこかである種の謙虚
さを持ちながらせねばならないものであるように
思う。また同時に「この作品・作者は、本当にこ
の読みでよいと言っているのか？」ということを
問いながら読んでいくという緊張感がより深い読
み込みをもたらしたり、声になっていない状態で
完成している作品をさらに声による作品にしてい
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くという「無理」が朗読の面白さにつながってい
る部分もあるように思う。
４．「声」を通した身体への働きかけ
「声」に関わる活動は、多かれ少なかれ、呼吸、
中でも息を吐くことを促進する。先に引用した竹
内（2007）の言葉にもあるように、「息」は「生
き」と通じ、息を吐く力は生命力そのものでもあ
る。ヨガや気功など、心身を整えることを目指す
技法で、呼吸を中心に据えたものは多い。歌唱や
演劇、そして朗読など行う内容に応じてどういっ
た「声」の出し方が求められるか、異なるところ
もあるが、「声」を通した表現である限り、必然
的によりよく声を他者へ届けようとすることにな
り、息を吐く力を高めることへとつながると思わ
れる。それは生き物としての根本的な力、生命力
を高めることにもなるのではないだろうか。
声の出し方、つまり「発声」方法の発展では、
歌唱の分野が突出しているように思われる。これ
について、精神科医の斎藤（2011）が紹介してい
る声楽家の佐藤宏之による「声楽療法（ベルカン
ト・セラピー）」が興味深い。佐藤氏は当初何の
治療的な意図もなく、ひきこもりや発達障害の問
題を抱えた若者の声楽レッスンをしていたが、
レッスンを続けるうちに、そうした生徒の状態が
つぎつぎに改善していったという。一般的な音楽
療法においても歌を歌うことはするが、「声楽療
法」では、それとは「比較にならないほどの治療
的な影響」が、「『発声がよくなる』『歌がうまく
なる』といった本来の目的の副産物として生じ
る」というのである。斎藤はこの声楽療法の特徴
として、「⑴治療そのものを目標とせず、上手く
歌うこと、すなわち技術的向上を目標とするこ
と。⑵そのさい上半身を中心に、横隔膜などいく
つかの筋肉を増強するための反復訓練を行い、十
分な発声練習をしたのちに、実際に歌うという手
順を踏むこと。⑶指導に際しては、否定の言葉を
用いない、飽きさせない工夫をするなど、巧まざ
る精神療法的な工夫がなされていること」の三点
を挙げ、声楽療法が治療的作用を持ちうる理由の
一つとして「従来の音楽療法とはことなり、強力
に身体に働きかける」ことによる「身体性の回
復」に注目している。
斎藤も指摘しているように芸術（表現）療法に
おいて、一般的には「上手さ」という視点はむし
ろタブーであるとも言え、そのままの表現をその
ままに大事にするということが基本となる。しか
し、より積極的に身体に働きかけ、呼吸を促進し
ていくということを考えると、ある意味日常の発
声とはギャップのある発声を体験していく、より
「望ましい」発声を求めてトレーニングしていく
ということが有効性を持つと言えるだろう。とは
いえ、「朗読」の場合、「声楽」ほど確立した発声
法があるわけではなく、どのような声が「望まし
い」声とするかというところにも定めがたさがあ
る。そういった点で、たとえば演出家の鴻上
（2012）が提案している発声のトレーニングは、
固定的なひとつの「正しい発声」を決めずに、
「『こえ』の可能性をひろげるため」に行うという
視点を持ち、日常に還元しやすいものでありつ
つ、トレーニングの過程では普通日常では行わな
い呼吸や声、身体へ働きかける方法を具体的に示
しているものであり、興味深い。
５．自己表出の幅
「声」に関わる活動でもその形式により、仕方
により、そこで行われる自己表出の程度にはかな
りの幅がある。特に書かれた作品を読むという
「朗読」（あるいは「音読」）の場合にはその幅が
大きいのではないだろうか。たとえば、先に紹介
した絵本を読むグループ活動の場合、「絵本の音
読は、あらかじめ定められたテキストを読み上げ
る作業である。そこでは、メンバーは内面の開示
を迫られず、むしろ『閉じた』まま、声の調子や
大きさ、読むスピードといった音声的 vocal な要
素だけを呈示することになる」ということが「心
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的内容を表現する機会は最小限に制限されつつ、
グループに関わることができるという構造」とし
て、自閉的な統合失調症者にとって「守り」と
なったことが、この活動の重要な要素と考えられ
た（三輪他，2015）。このように、ほぼ「声によ
る presence」のみということも可能である。ま
た、飯久保（2005）は朗読の特徴として「原稿に
目を落とすことで」「＜聞き手＞と直接眼をあわ
すことなく＜読み手＞の思いを表出できる」「自
分の思いを＜朗読作品＞というクッション（緩衝
地帯）を通して間接的な表現として相手に届ける
ことが出来る」ということを挙げている。一方
で、テキストをほぼ暗記して、手に原稿を持って
はいても、目を落とさず聴き手と視線を交わらせ
つつ読むということもあり得る。また、読み方の
中にどのくらいの感情や、解釈の独自性などを出
していくかによって自己表出の度合いはずいぶん
違ってくるだろう。さらに何を読むかを自分で選
ぶ場合、特になぜそれを選んだかを開示しつつ読
むとなれば、かなり深いレベルでの自己表出、自
己開示になり、限りなく読み手自身のことばに近
いものとしてことばを発することにもなる。こう
した幅があることをふまえつつ、どの程度のあり
ようが、参加しているメンバーにとって適当なの
かということを、「朗読アワー」のようなグルー
プ活動を実施する場合には選んでいく必要がある
だろう。
６．感情の体験
視覚が理性的な体験であるのに対して聴覚は
「情動的でもあり、感性的な体験である」（伊藤
他，2012）とされ、藪中（2008）の朗読聴取に関
する実験でも、黙読と朗読聴取を比較すると、朗
読を聴く場合の方が登場人物の気持ちの理解に効
果があり、登場人物への共感を促進させるという
結果や、テキストを見ながら朗読を聴くよりもテ
キストなしで朗読を聴く方が登場人物の気持ちの
理解が促進されるという結果が報告されている。
このように、「聴く」ということは感情の体験と
結びついており、朗読を聴くことがひとつの感情
体験にもなると言えるだろう。
さらに読み手として感情の表現を行う場合に
は、テキストで表現されている感情を、より自分
のものとして体験することにもなりうる。鴻上
（2005）は「人は、『出したことのない声を出すこ
と』＝『表現』によって、『経験したことのない
感情やイメージ』＝『感情』を持つことができ
る」、たとえば「生まれて初めて、声になるかな
らないかのギリギリの小さい音」を出すことで、
「生まれて初めての『表現』をしたことで、生ま
れて初めての『感情』を経験」するように、表現
することで、その感情を味わうことができ、それ
によって「感情のバリエーションが増え」る、と
いうことを述べている。それまで味わったことの
ない感情を体験し、感情の幅が広がることは、鴻
上の言うように「人間と人生と世界の見方を豊か
にする」ことに他ならないだろう。
ところで、こうした感情の表現については、た
とえば歌は「朗読」と比べると、より強い感情を
表すことが得意かもしれない。また基本的に地の
文も複数の登場人物の台詞も、一人で読んでいく
朗読よりも、個々の役が分かれている演劇の方
が、より一つ一つの感情表現をストレートに行い
やすいかもしれない。先にも述べたが、朗読では
（それも読み方によって変わってくるのではある
が）ある程度抑制の効いた「声」になりやすいと
思われる。しかしたとえば朗読劇のような形式で
役割を割り振れば演劇に近くもなりうる。そのあ
たりも幅が持てる中で、どのような形式で行って
いくのか、何を重視するのかにより選んでいくこ
とが大事であると思われる。
Ⅳ．おわりに
本を声に出して読むということは、誰もが経験
したことのあることで、「朗読」はその敷居の低
さ、手軽さが魅力の一つであろうと思う。と同時
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に、目新しさが少なく地味なものとも言え、ただ
漫然と行うだけではその面白さを感じられず、た
だ音声化したというだけで終わってしまうことも
ままある。しかし「表現を聴くこと」の項でも述
べたような複雑で、また奥深い作業を伴うもので
もある。2015年度後期の「朗読アワー」では、宮
澤賢治の「やまなし」を朗読劇形式で読むことに
取り組んだ。その際に登場する蟹の兄弟のやりと
りについて、そこがどのような場面で、どのよう
に読むのか、すぐに定まらず、実際にさまざまな
読み方を試してみて、その役を読む読み手と他の
メンバーがしっくりくる読み方を探るということ
があった。役の担当者が読んだのを他のメンバー
に「何か違う」と否定される……というのは、筆
者が一緒に参加していても少しはらはらする場面
だったが、参加者は妥協せず、皆がしっくり来る
読み方を探っていった。こうした作業を行い、互
いの声をしっかりと聴き合う時間を持てること
が、グループで朗読を行うことの醍醐味であると
感じている。また、前後期とも参加したメンバー
の後期終了時点での感想に、「前より人前で話す
ことに抵抗が少なくなりました」、「前向きになっ
た」、「言葉の意味や、その言葉の裏に何があるの
かを考えるようになった」といった記述が見られ
た。「ことば」と「声」と、そして「わたし」（自
己）と「あなた」（他者）の関係を、より豊かな
ものとしていけるよう、大学生へのグループプロ
グラムとしてどのような形が望ましいのか改善を
重ねつつ、今後も「声」に関わる活動としての
「朗読」を楽しんでいきたい。
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ABSTRACT
On the Meaning of Activities concerning “Voice”
: Especially about “Reading”
OHTANI,Sachiko
Konan University
　　Konan University started a “Reading” program for students in 2015.This paper discusses 
the meaning of offering activity programs concerning “Voice”, especially “Reading” programs for 
university students. “Voice” is the origin of language, is a sign of vitality, and brings each of us 
into existence as a person. Recently, the use of mobile-phones and smart-phones increased our 
communication that are based on sight. Hence, the experiences of feeling “Texture” of “Voice” 
seems to become more important.The activities where “Voice” is used,we listen to the “Voice” 
each other and it may make our sense of existence more reliable. And listening to “Voice” as an 
expression makes us more sensitive to “Texture” of “Voice”. These activities make our body 
more accessible, open up new possibilities to express ourselves in various degrees, and enable 
us to gather emotional experiences.
Key Words : voice, reading, texture
